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１．研究計画の概要

近年、交通事故抑止のための衝突防止機器
が進歩してきたが、個々の車の判断のみでは
事故の回避に限界があるため、本研究では車
に情報交換型通信機能を持たせて、車車協調
により事故の回避を目指す。具体的には、見
通し外車両位置をも含めて、自車位置情報を
通信によって相手に与えることにより周辺
の車の全位置を正確に捉え、危険な環境を相
互に認識できるような安全運転支援に関す
る無線通信技術を研究する。そのための個別
研究課題は、以下の通りである。

（１）車車間通信電波伝搬モデルの確立と、
確実な通信を可能とする高信頼車車間
通信方式

（２）一定エリア内の車がお互いの情報を確
実に交換できる自律分散型ワイヤレス
ネットワーク

（３）人身事故回避のための、歩行者位置の
計測と車と通行人との情報交換

２．研究の進捗状況
(1) MIMO 通信の一般的なチャネルモデルと
して、送受信のアンテナアレーアンテナ素子
間を結ぶチャネル行列において、見通しパス
と見通し外パスが混在する伝搬環境を表現
する理論モデルを構築した。このモデルを、
車車間通信の２×２アンテナ構成の MIMO に
応用し、伝送特性（特に、ダイバーシチ方式
の一種である STBC 方式）の評価に有効であ
ることを明らかにした。

(2) 車車間通信のアクセス方式として検討さ
れている CSMA / CA 方式では，同一車線上
を複数台の車両が走行する際に，衝突の危険
性の低い車両は情報送信を控えるという手
法、すなわち無駄な電波は出さないことを提
案し，計算機シミュレーションを用いて車両
の多い市街地の環境下で，提案手法が送信遅
延と情報伝達率の改善に効果があることを
明らかにした。また、熱雑音と隠れ端末によ
る干渉の双方を考慮したブロードキャスト
パケット伝送成功率の理論解析手法を確立
し、代表的な例として１次元道路上で多数の
車両が走行する場合の種々の条件下でのパ
ケット伝送成功率を分析した。
(3) 自律分散型ワイヤレスネットワークに関
して、車車間通信と路車間通信を連携的に活
用し、最小限の情報交換でその位置固有の情
報をその位置にいる車両に確実に提供する
仕組みを検討した。具体的には、複数車両の
情報交換を行う際に必要となるアクセスプ
ロトコルおよび実際の車両の動きをモデル
化したシミュレーションを作成し、その有効
性の評価を完了した。
(4) GaNHEMT 素子の寄生素子を補償できる
新しい F 級増幅回路設計法を考案した。また
マイクロ波直列型ドハティ増幅器を提案し、
GaNHEMT を用いて実現し、この増幅器のひ
ずみ最小化条件の導出に成功した。これによ
り 15 dB 以上の 3 次相互変調ひずみ低減に成
功した。 また 3～10GHｚ帯の周波数成分を
有する広帯域パルスを無ひずみで伝送する
ために、負性群遅延回路を用いた低雑音群遅
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延補償 InGaP/GaAsHBTMMIC 増幅器ならび
に波形整形 MMIC を開発し良好な特性を得
た。
(5) 高精度歩行者測位に関し、到来波面を検
出する方式で距離 5 m 地点において 0.7 m の
位置推定精度を得た。アンテナ指向性を利用
した基準点測位では、アンテナを被験者上方
に配置することにより人体効果による精度
劣化を抑えることができた。RTK 測位と自律
航法を併用する方式を実験的に検討し、問題
点の抽出を行った。

３．現在までの達成度
(1) 車車間通信の MIMO 伝搬モデルの基本部
はほぼ完成し、チャネル特性評価に有用な計
算手段を得た。不必要な送信を抑制し、混信
を防ぐ伝送方式の研究に着手した。
(2) ブロードキャストパケット伝送成功率の
解析を１次元道路上で終えた。また路側器が
車車間通信のパケットを中継する方式のシ
ミュレーション解析を完了した。
(3) 自律分散型ワイヤレスネットワークに関
する研究の一つとして行っている車両間情
報共有の研究は、当初の予定通りに進んでお
り、最終年度も計画通りの研究を実施できる
見込みである。
(4) 5.8GHz 帯でドレーン効率 79.9%という世
界最高性能を達成した。直列型ドハティ増幅
器の３次相互変調ひずみを 15 ｄB 以上低減
することに成功した。これにより高バックオ
フ時に高電力効率と低ひずみの同時実現が
可能となった。
(5) 歩行者の測位に関しては、高精度化の方
法と精度の実験的確認を終えた。

以上、全体に順調に伸展している。

４．今後の研究の推進方策
(1) MIMO 適用による車車間通信の電波伝搬
モデルと伝送方式の研究確立を目指す。
(2) ブロードキャストパケット伝送成功率の
理論解析を見通しの無い２次元道路上に拡
張、一般化する。また路側器が車車間通信の
パケットを中継する方式の効果の理論解析
を実施することで CSMA/CA による ITS パケッ
ト伝送信頼度の研究を完了する。
(3) 自律分散型ワイヤレスネットワークに
関する研究の一つとして行っている車両間
情報共有の研究については、ITS だけでなく
携帯電話間での情報共有などに発展させる
ことが可能と考えておりその応用展開を目
指す。開発された能動素子回路要素技術をシ
ステム展開し、先進安全自動車構想を実現す
るワイヤレスネットワークを実現する。
(4) 開発された能動素子回路要素技術をシ
ステム展開し、先進安全自動車構想を実現す
るワイヤレスネットワークを実現する。
(5) 歩行者高精度測位は、次年度に全体を組

み合わせた実験を行う。
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